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情報機器におけるVJSに-ズと日立の対応
HitachiVLSITechno■ogYTrendfortheOfficeAutomationMarketField

情報機器,特に小形･高性能化を実現したOA(OfficeAutomation)機器は,

オフィス業務のあり方を一変させた｡そしてワークステーションに代表される

ような,より多機能な高級機を生み出す一方,簡便で使い勝手の良い低価格機

の市場投入によって,その用途を,オフィスから更に家庭へ広げようとしてい

る｡このようなOA機器の高性能化･高機能化･低価格化を可能にしたのが,半

導体技術の進歩を背景とするVLSIの出現である｡日立製作所は,定評のある

CMOS技術や,バイポーラの高速性とCMOSの低消費電力性を同時に満たした

HトBiCMOS技術をベースに数多くのVLSIを開発し,ユーザーの期待にこたえ

てきた｡ここでは,主要OA機器の市場動向を概観し,そこに見られるVLSIへ

のニーズと,それに対する日立の対応について述べる｡

山 緒 言

OA機器の代表は,言うまでもなくパーソナルコンピュータ,

日本語ワードプロセッサ,ファクシミリの3種である｡当初,

これらの機器は,それぞれ単体として導入され,オフィスで

の定型業務の合理化,効率化に大きな偉力を発揮した｡そし

て,情報処理への要求が高まり,ソフトウェアの充実と合わ

せて,ハードウェアの高性能化･高機能化が進むにつれて非

定型業務への利用が期待されるようになった｡システムOAの

時代と言われ,データベースの共有化などを中心にOA機器ど

うしの結合が図られるようになってきたのはその表れである｡

1台でデータ･図形処理,文書作成,データ端末などの機能

を備えたワークステーションがオフィスに登場してきたのも,

こうしたシステムOAの動向と無縁ではない｡

ここでは,こうした市場動向を概観しながら,そこに表れ

たVLSIへのニーズ,特にデータ演算処理の高速化,画像処理

技術の多様化,ファイル制御機構の′ト形化といったことに対

する日立製作所の対応について述べる｡

8 情報産業の市場動向

2.一 概 要

OA機器は,まず単体機器の普及で始まり,次いでシステム

OA,各機器の統合化へと進んできた｡最終的には電気通信綱

の整備によるネットワーク化へと進展していくわけで,第3

段階への本格的移行は電気通信のディジタル回線網の整備が

進む1990年以降と考えられている｡OA機器の利用形態も,オ

フィスでの利用だけでなく,既存のアナログ電話回線を使っ

たパーソナルコンピュータ通信などのような新しい利用が生

まれ,個人用,家庭用へとすそ野を広げてきた｡以下,代表

的なOA機器の市場動向について述べる｡

浅野陽一* mgぐん才A5α”0

2.2 パーソナルコンピュータの市場動向

パーソナルコンピュータの国内出荷実績及び予測は図1に

示すとおりである｡この分野は大きく2極分化が行われてい

る｡圧倒的に台数が多いのは8ビット機を中心とした趣味･

家庭用であったが,昭和61年から16ビットのラップトノブ形

が登場してきており,趣味･家庭用は今後16ビットが中心と

なり展開されていくと思われる｡これらのラップトノブ形に

しても性能を落とすことなく,あるいはソフトの互換性を持

ったまま小形化,低消費電力化を達成しようとしている｡一

方,ビジネス用は統合ソフトウェアを搭載してBWS(Business

Work Station)の機能に迫ろうとしており,CPU(Central

ProcessingUnit)の高速化,ハードディスク内蔵,マルチウ

インドウの表示制御などを取り込み,メモリも1Mバイト以

上が標準実装されるようになった｡昭和62年からは32ビット

パーソナルコンピュータも登場し,ますます大量のメモリを

使うようになり,OS(OperatingSystem)もUNIX滋)の搭載が

広がってきた｡

2.3 日本語ワードプロセッサの市場動向

日本語ワードプロセッサの出荷実績及び予想を図2に示し

た｡日本語ワードプロセッサがこのような市場を築いたのは,

10万円を大きく割る機器の登場によるものである｡この低価

格機分野では,CMOS(Complementary Meta10Ⅹide

Semiconductor)のマイクロコントローラと低消費電力の小形

液晶ディスプレイが機器の軽量･小形化に大きく貢献してい

※)米斑ATT社が開発したOS(Operating System)の名称であ

る｡

*日立製作所半導体事業部
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図lパーソナルコンピュータの出荷台数･金額予測(社団法人

日本電子工業振興協会データ) パーソナルコンピュータの年度別

出荷予想を示Lた｡台数,金額ともに堅調な伸びをみせている｡

る｡昭和62年には更に使い勝手の良い普及機が登場してきた｡

3･5inのフロッピーディスクを内蔵したり,表示もCRT

(CathodeRayTube)や大形液晶を使い,文書･図形の混在

作成などができる多機能なものへと展開している｡高級機は

高速化や高品質のプリンタの採用,AI(ArtificialIntel-

1igence)機能の付加などがこれからの課題である｡

2.4 ファクシミリの市場動向

ファクシミリの金額ベースの出荷実績及び予想を図3に示

した｡金額ベースでは年率5%程度の伸びしかないが,台数

ベースではこれからも大きな伸びを示していく市場である｡

機器の動向は各部署ごとに設置される20万円前後のディビジ

ョンマシンが中心であるが,最近になって家庭用,個人用を
意図した低価格化 コンパクト化の動きも活発である｡高級

機はG4機へのステップとしてますます高精細画質指向,高速

伝送,複合化などへの傾向が強まっている｡半導体へのニー

ズとしては,パーソナル機は価格低減追求が激しく,使用す

る半導体にもマイクロコンピュータを核として個別製品ベー

スにカスタム化したASIC(ApplicationSpecificIC)製品に対

する要求が強まっている｡ディジタル回線を剛-た高級機は

専用の高速処理LSIなど応用分野別標準品,すなわちASSP

(ApplicationSpecificStandardProducts)のニーズがあり,

これの先行開発が急務である｡

2.5 プリンタの市場動向

プリンタの出荷実績及び予想を図4に示した｡プリンタは

OA機器には不可欠の周辺機器で,急成長を続けてきた｡プリ

ンタには大別してドットインパクト方式とノンインパクト方

式があり,これまでパーソナルコンピュータやワードプロセ
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図2 ワードプロセッサの出荷予想(社団法人日本電子工業振興
協会データ)日本語ワードプロセッサの出荷予想を示Lた｡平均単価

は下がる傾向にあるが,全体ではまずまずの伸びを示Lている｡
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図3 ファクシミリの出荷予想(社団法人日本電子工業振興協会

データ) ファクシミリの出荷予想を示した｡昭和61年度は伸び悩ん

だが,昭和62年以降ディビジョンマシンを中心に伸び始めた｡

ツサに使われてきたプリンタの多くは,比較的価格の安いド

ットインパクト方式である｡しかし,これには音がうるさい

という難点があり,最近はより静かなノンインパクト方式の

感熱プリンタが採用されるようになった｡一方,より高品質

のプリンタには,レーザビームプリンタに代表されるページ

プリンタがある｡この分野も低価格化への動きとともに大き
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図4 プリンタの出荷予想(社団法人日本電子工業振興協会データ)

プリンタの年度別出荷予想を示した｡全体に堅調に伸びており,今後

はレーザビームプリンタなど高級機の伸びが期待できる｡

く伸びてきた｡プリンタでのVLSI化のニーズも電動機の制御

に必要なマイクロコントローラの性能向上,グラフィック印

字などを行う画像データの処理に必要な大容量のメモリと画

像処理専用のLSI,大谷量画像情報データの高速伝送など,半

導体へのより高度なニーズがでてきている｡

以上,代表的なOA機器の市場動向を見てきた｡これらの機

器での半導体に対するニーズは,(1)データ演算処理の高速化,

(2)演算処理したデータの高速表示,(3)補助記憶装置への高速

入出九 に絞ることができる｡以下に,これらのニーズに対

する日立製作所の対応を述べる｡

E 高速･高機能データ演算処理への対応

データ演算処理高速化の核となるのがマイクロコンピュー

タである｡日立製作所でのマイクロコンピュータ〔MPU(Micro

ProcessorUnit),MCU(MicroComputerUnit)〕の展開を

図5に示した｡

市場からの強いニーズは,(1)データ演算処理性能の向上,

(2)高集積化,(3)差別化,(4)小形化のための高密度実装,など

である｡特にワークステーションなどに代表されるように,

機能の複合化,ネットワーク化などによって,より速いデー

タ処理が望まれるようになった｡

日立製作所では,米国モトローラ社との技術提携により,

8ビットのMPU HD6800,16ビットのHD68000を開発して市

場のニーズにこたえてきたが,更に32ビットへのニーズにこ

たえて独自のアーキテクチャによるH32の仕様を確立した｡こ

れは標準ソフトウェアをベースとした上で,従来のアーキテ
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図5 マイクロコンピュータの展開 日立製作所のマイクロコンピ

ュータの展開を示した｡

クチャにとらわれず,あくまでも処理性能を追求したもので

ある｡また,このH32はチップファミリーとして浮動小数点演

算用のコプロセッサFPU(Floating Point Unit),専用の

DMAC(DirectMemoryAccessController),IRC(Interrupt

RequestController),キャッシメモリコントローラなどをセ

ットして提供できる｡したがって,これに高速メモリを組み

合わせれば,トータルチップセットとして最大の機能が出る

わけである｡このほか,32ビットのデータ処理では,システ

ムOSとしてUNIX某)が広く使われてきており,H32でも

UNIX双)及びC言語をサポートしている｡更に,リアルタイム

制御に欠くことのできないOSとしてTRON仕様のリアルタイ

ムOSをサポートすることにするなど,様々な用途に応じられ

るよう配慮してある｡

家庭用,個人用としての広がりを見せている小形･低価格

機の高集積化のニーズに対しては,8ビット,16ビットで展

開している｡具体的には複数個のLSIで構成していた機能回路

をVLSI化によって一つにすることで,核になるCPUとして使

いやすく,高性能なものを開発している｡また,取り込む周

辺機能もDMAC,MMU(MemoryManagementUnit),SCI
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(SerialCommunicationInterface)などマイクロコンピュー

タシステムの基本となる機能要素の組合せで,何種類かのバ

リエーションを展開できるようにしている｡

一方,マイクロコンピュータシステムの構成には,命令を

実行するプログラムやデータ情報などを格納するメモリが必

要である｡前者の場合はROM(ReadOnly Memory)を使う

場合が多い｡これを取り込んだものをマイクロコントローラ

と呼んでおり,機器の制御に数多く使われている｡ただこれ

らのマイクロコントローラを使う場合,プログラム開発者は,

そのプログラムをマスクROM化するために多大の労力を費や

していた｡製品が大量生産される場合は確かにマスクROM版

が経済的であるが,これを使うシステムの量産立上げ時期あ

るいは応用システムが,中･小規模の場合やプログラム制御

自身にバリエーションを持たせる場合などには,マスクROM

化のための時間や労力が新製品展開のネックとなることが多

かった｡この問題を経済的かつ容易に解決したのがマスク

ROMの部分をEPROM(ErasableProgramable ROM)にし

たZTAT(Zero TurnAround Time)マイクロコンピュータ

である｡日立製作所では,VLSI技術を使ったH400(4ビット

マイクロコンピュータ),HD64180(Z80ファミリーマイクロコ

ンピュータ)の系列でこれらを展開している｡機種の多様化と

ともに,差別化に対するユーザーの要求が強まっている｡こ

れにこたえているのがAS(ApplicationSpecific)マイクロコ

ンピュータである｡日立製作所が独自に開発したCPUを核に

様々な周辺機能を各ブロック単位でメニュー化したもので,

コンピュータを利用し,これを自由に組み合わせることによ

って短期間でLSIとすることができる｡ユーザーとしては差別
化のほかに小形化,低価格化などの実現も可能で,最近急速

HD63484

/
HD6845

/CRTC
CRT表示

/
表示制御

ACRTC

/

にその利用が広がっている｡

山 高速画像処理への対応

画像処理技術は,画像データを高速に処理する技術と表示

装置の制御技術とに大別できる｡画像データの高速処理は,

高速の描画機能や画像データの圧縮･伸長技術によって実現

される｡日立製作所では,高速描画機能を特長としたACRTC

(Advanced CRT Controller:HD63484)を1985年に製品化

した｡そして,このACRTCをサポートするLSIとしてGMIC

(GraphicMemoryInterfaceController:HD63485),GVAC

(GraphicVideoAtributeController:HD63486)を次々に製

品化した｡これらの製品は,VLSI技術の核であるCMOSある

いはBi-CMOSのプロセスを使ったものである｡

画像データの処理には,一般にフレームメモリと呼ばれて

いる大容量のメモリを使用する｡システムスループットを維

持,向上するためには,このメモリのスピード(アクセス時間)

を高速化しなければならない｡日立製作所は,このフレーム

メモリに最適な入出力のポートが二つあるマルチポートメモ

リの開発によってこの問題を解決している｡

画像データの圧縮･伸長は,ファクシミリの分野での不可

欠の技術である｡ファクシミリは画像データをあらかじめ決

められた法則で圧縮し,これをアナログ電話回線を通して遠

方のファクシミリ端末に送信する｡■受信側はこのデータを元

の形に伸長してプリントアウトするわけで,従来はこれをソ

フトウエアや複数個のLSIで処理していた｡日立製作所が開発

したDICEP(DocumentImage Compression Expansion

Processor:HD63085)は,この機能をVLSI化したもので,従

来よりも小形で高速の圧縮･伸長が可能になった｡

■一
-■■--

一′ ヽ

′/
＼

/r高速描画用ノ+Sl ′

HD6345･6445

HD63485

HD63486

ACRTC

周辺しSさ

一一一一■

CMOS CRTC-ⅠⅠ

/
LCD制御

/

′
l

ヽ

､--■l一一

′′‾ヽ

/
/

HD63645F･64645F

/
HD61830

LCTC

LCDドライバ･

コントローラ

NewJCTC

注:略語説明

ACRTC(AdvancedCRT Controller)

CRTC(CRT Controller)

CMOS(ComplementaryMeta10×ideSemiconductor)

LCTC(Liq]idCrystalTimi[gCo[trOller)

+CD(Lj叫dCrystalDisplay)

図6 表示制御用+Slの展開 CRT表示,描画系LSlの展開と液晶制御+Slの展開を示し

た｡高速描画,高集積化への展開を積極的に進めていく｡



この画像処理分野は,半導体の集積度向上とともにより高

速で,よりデータ処理量の多いものへと移っていくであろう｡

表示制御の対象はCRTディスプレイと薄形表示機器(液晶,プ

ラズマディスプレイなど)に大別できる｡OA機器の立上げ期

ではCRTディスプレイが主流であったが,機器の小形化とと

もに大画面液晶の利用が盛んになってきた｡しかも,従来の

CRT表示と互換性のあるものが主流となっている｡図6に示

したCRTC(CRT Controller:HD6845)とソフトコンパチビ

リティーの液晶コントローラNewLCTC(HD63645)がその代

表例である｡

このように日立製作所は,よF)高速画像処理のニーズや周

辺回路を取り込んだ高集積化のニーズ,グラフィックコント

ロールに関する標準ソフトへの対応,カラー液晶への対応な

どに幅広い取組みを行っている｡特に,CRTディスプレイの

高精細化,カラーTFT(ThinFilmTransistor)液晶の大形化

などについては,それぞれの表示素子も開発･製造しており,

トータルシステムでの性能向上を可能にしている｡図7はグ

ラフィック制御システムの構成例を示したものである｡本シ

ステムの実現にはVLSI化技術はもちろん,周波数帯域の広い

高性能なMOSFET(MetalOxide Semiconductor Field Ef-

fect Transistor:MOS電界効果トランジスタ),広帯域のビ

デオアンプ,高速D-Aコンバータなどが必要で,これらも同

時に開発した｡

切 ファイル制御への対応

パーソナルコンピュータや日本語ワードプロセッサのデー

タ処理量の増加とともに,それに使用する補助記憶装置の性

本
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ス
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(デュアルポートRAM)

ローカルバス
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表lハードディスクのシステム動向と半導体ニース 小形ハード

ディスクの技術動向を示し,それに対応する半導体の方向づけを示Lた｡

小形ハードディスクのシステム動向 +Slニーズ

l
高速インタフェース(SCSl)の

採用
非同期･同期SCSlコントローラ

2 転送速度の高速化
15Mbps以上の高速リードデータ

再生回路

3 記毒責コードの高密度化 2-7RLL内蔵VFO

4 エラー処理コード エラー処王里コードの採用

5 リード･ライトヘッドの増加 8チャネルR/Wアンプ

6 高速ヘッドアクチュエータ ヘッドアクチュエータの高速化

注:略語説明 SCSl(SmallComputer Systemlnterface)

RL‾L内蔵VFO(RunJengthJimitted,Variab】eFrequency
Osc…ator

能,機能も急速に向上している｡当初は価格の面で手軽なフ

ロッピーディスク装置が主流であったが,最近はアクセスス

ピードと大容量化に優れた′J､形ハードディスクがパーソナル

コンピュータを中心に標準として採用されるようになってき

た｡

フロッピーディスク自体も引き続き伸長しており,5in,3.5

inを主体に,2Mバイト以上の高密度化が盛んに行われている｡

ここでの半導体技術の課題は,複数LSI(アナログ,ディジタ

ル)の1チップ化による小形･軽量化とシステム価格の低減で

ある｡一方,ハードディスクは3.5inのものがパーソナルコン

ピュータを中心に採用されるようになり,薄形･軽量化のニ

ーズが高まってきた｡また,大容量のデータを扱うようにな

MP〕

描画コントローラ

フレームメモリ

(マルチポートRAM)

パラレル･シリアル変換

表示コントローラ

DMAコントローラ

ローA変換器

発振ドライバ

発掘AFC

注:略語説明 MP〕(MicroProcessing〕∩貞t)

RAM(RandomAccess Memory)

FPU(F10ati[gPoi[lUnit)

図7 グラフィック制御システム構成

メモリ

(RAM)

バッファ

ドライバ

ドライバ

ビデオ

力

浮動小数貞演算部

(FP〕)

マトリックス

ア ダ
ー

ドライバ

座標変換部

(FP〕)

CRT

コイル

垂直

フォーカス

出 力

水平

高圧

DMA(DirectMemoryAccess)

ECL-RAM(Emltter CoupledJogic-RAM)

EWS(Engineering Work Station)など高級グラフィックシステムの回路ブロック例を示す｡
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MPU

ディスクコントローラ

インタフェース

VFO

DMAコントローラ

メカコントローラ

リードデータ再生

プログラム･データメモリ

(SRAM)

スピンドルモータ

ドライバ

ステップモータ
ドライバ

リード･ライト

スピンドル

モータ

ステップ

モータ

ヘッド

注:略語説明 VFO(VarjableFrequencyOsc州ation)

図8 ファイル制御システム構成 小形磁気ディスク装置を例にとり,マイクロコンピュータシステムの中でのファ

イル制御部及び各種モニタ制御までのシステムブロックを示した｡

ると,データ伝送の高速化(10Mbps以上)も必要である｡表1

はそうしたシステム動向とLSIニーズをまとめたものである｡

インタフェース回路については,これまでは標準化がなかな

か進まなかったが,昭和62年になりようやく固まってきた｡

日立製作所は,図8に示したように,ハードディスクのメ

カニカル制御から情報データ処理まですべての機能を分割し

てLSI化し,これを小形パッケージの形で提供している｡

8 結 言

日立製作所は,CMOS,Hi-BiCMOSの微細化技術を駆使し

たVLSI化によって情報機器分野のユーザーから求められる半

導体への高速化,高集積化,低消費電力化などの稔合ニーズ

に対応してきた｡

前述したように,データ演算処理の高速化に対応するオリ

ジナル8ビット,16ビット,32ビットマイクロコンピュータ

の展開,高速画像処理に対応する豊富な品ぞろえと個々の機

能性能の向上,ファイル制御に対応する各種機能の分割,LSI

化などがその特徴である｡

市場動向の概観でも見たように,市場規模の拡大,機種の

多様化とともに半導体製品に対するニーズもますます多様化

してくることが予測される｡VLSI化の技術に磨きをかけると

ともに,AI技術などの導入によって,開発期間の短縮につい

ても,なおいっそうの改善を図りたいと考えている｡
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